
  

平成２１年度ふるさと創生基金事業計画書（素案） 

 
                             栃尾地域ふるさと創生事業実行委員会 

事業概要 

１ とちお魅力アップ作戦 

(1) まちの景観アップ作戦 

 ・ 今年度、谷内１、谷内２、滝の下町で実施したぼんぼり設置事業の継続事業である。 

 ・ 雁木の町並みが残る新町、大町、表町、旭町に、それぞれの地域に合ったぼんぼり

を作成・設置し、町なかの景観を演出するとともに交流によるにぎわいを創出する。 

【具体案】各区ごとに実行委員会を立ち上げ、住民自らが製作に当たる。お互いが協力

して作業を行うことで、コミュニティの再構築や各町内ごとの連携を強化す

る。21年度の事業で同事業は終了する予定である。 

(2)  栃尾地域再発見セミナー 

 ・ 河井継之助を研究し、それにかかわった栃尾の人々や地域、お寺、碑、峠、村など

を再発掘し、新たな地域資源として活用する。 

 ・ 地域住民が歴史を知り、栃尾の魅力を発信できるようにする。また、関連地域と交

流することで地域の活性化を目指す。 

【具体案】河井継之助とその取り巻きの人々の研究セミナーの開催。外山修造など、継

之助と関わりのあった栃尾人の研究を行う。また、関連市町村との交流も実

施する。研究成果を将来の観光資源につなげるワークショップを開催する。2

ヵ年事業として計画している。 

(3)  文化財等記録保存伝承事業 

 ・ 地域に古くから伝わる伝統芸能（神楽舞、祭など）は先人たちの知恵がつまった無

形文化財です。伝統芸能を知る人たちはますます高齢化し、本来の形が伝えにくく

なっています。これら貴重な資料を有形にして保存し、後世へ受け継がせるもの。 

 ・ 個人や団体が所有する貴重な写真や映像を収集し、貴重な資料として保存、伝承す

る。 

【具体案】記録保存する伝統芸能や祭を選び、1年間を通し撮影する。また、広く一般 

     市民から古い写真や映像（8、16ミリフィルム）等を収集し、貴重な映像資料

としてＤＶＤに記録保存する。完成品はこども達の教育用資料や観光用資料と

して活用する。制作、編集で2ヵ年事業とする。 

(4) とちおの魅力発見事業 

 ・ 平成 20年度開催した大村紺崑さんの講演会が非常に好評であったため、著名な方

を講師に招き講演会または体験型の事業を開催する。 

・ 栃尾地域の市民に元気が出るような、また地元への愛着を深めてもらえるような内

容にする。 

【具体案】過去に開催したＪＣスクール等での講演会の実績から、栃尾青年会議所に事業

を委託する。講演依頼者などの詳細については、現在調整中である。 

 

 

 ２ リピーター倍増作戦 

(1) とちお祭事業 

 ・ 全日本少年少女樽みこし綱引き選手権大会のさらなる充実を目指すと共に、とちお

祭の活性化をねらう。 

・ 平成20年度は雨天中止となったため、雨天時の対策を講ずる必要がある。 

 【具体案】事業実施主体の栃尾観光協会へ負担金を交付する。栃尾地域以外からの参加

チームを増やすため、積極的にデモンストレーションやＰＲを行う。 

 

３ とちおひとづくり  

(1) 経営者育成塾 

・ 栃尾地域で活動している次世代の経営者や起業化を目指す人たちを集め、勉強会を

開催する。 

・ 若い世代を対象に実施し、異業種交流等も行うことで、産業や商業の振興につなげ

る。 

【具体案】第1回目で全国で講演されている著名な講師を招き多くの参加者を募る。そ

の参加者の中から更に意識を高めたいという方30名程度を集め、3回程度育

成塾を開催する。 

 

概算事業費 

総事業費 4,860,000円 

１ とちお魅力アップ作戦      2,810,000円 

   委託料（NPO法人フォーラム栃尾熱都 外） 

２ リピーター倍増作戦          900,000円 

  負担金（栃尾観光協会） 

３ とちおひとづくり          1,000,000円 

  委託料（栃尾商工会商業青年部） 

４ 実行委員会運営費（謝金 ほか）     150,000円 

 

平成 20年 12月 8日 
栃尾地域委員会 資料№２


